
実務経験のある教員等による授業科目の一覧（福岡女学院大学　大学院）

年度 学部 専攻 授業科目 年次 必選 単位 学期 担当者名 実務経験の有無 実務経験を活かした教育内容

2024 大学院 発達 特別支援教育特論 1年 選択 2 2024年度前期 猪狩　恵美子 経験有：特別支援学校教諭

養護学校教育義務制開始から特別支援教育への転換に至る学校現場の実

践の展開や課題などを具体的に情報提供し、今後のインクルーシブ教育

の展望を考える参考とする。

2024 大学院 発達 理科教育研究 2年 選択 2 2024年度後期 宮脇　博巳 昭和60年4月から61年3月：私立崇徳高等学校勤講師（理科I 担当）

昭和61年4月から現在まで佐賀大学教育学部勤務 担当　初等理科教育

法、中等理科教育法、小中連携教育内容研究、生活科概説、教職実践演

習、生物学概論、植物分類系統学など

2024 大学院 発達 生徒指導・キャリア教育(含実習) 1年 選択 2 2024年度前期 小泉　令三 小学校教諭，中学校教諭（理科）

小中学校等での児童生徒対象の生徒指導・キャリア教育について，講

義・演習・実習をもとに理解・考察を深め，具体的な指導方法が習得で

きるように教授する。

合計 6



実務経験のある教員等による授業科目の一覧（福岡女学院大学　大学院）

年度 学部 専攻 授業科目 年次 必選 単位 学期 担当者名 実務経験の有無 実務経験を活かした教育内容

2024 大学院 比較 日本語教育 I 1年 選択 2 2024年度前期 松本　健 有（独立行政法人日本学生支援機構東京日本語教育センター）

2024 大学院 比較 日本語教育 II 1年 選択 2 2024年度後期 松本　健 有（独立行政法人日本学生支援機構東京日本語教育センター）

合計 4



実務経験のある教員等による授業科目の一覧（福岡女学院大学　大学院）

年度 学部 専攻 授業科目 年次 必選 単位 学期 担当者名 実務経験の有無 実務経験を活かした教育内容

2024 大学院 臨床
発達心理学特論（福祉分野に関する理論と支

援の展開）
1年 選択 2 2024年度前期 大迫　秀樹 臨床心理士・公認心理師（警察、児童福祉施設等）

主として、福祉領域における心理職の活動、心理的アプローチについて

の学びを、具体例等を通じて深める。

2024 大学院 臨床 臨床心理学特論 I 1年 必修 2 2024年度前期 奇　恵英 臨床心理士・公認心理師

心理専門職としての実践経験を持つ教員が、臨床心理学を基礎とした心

理専門職のアイデンティティと専門性について本質的理解を深めるよう

に講義を行う。

2024 大学院 臨床
臨床心理面接特論Ⅰ(心理支援に関する理論

と実践)
1年 必修 2 2024年度前期 白澤　早苗 臨床心理士・公認心理師

これまでの臨床経験をもとに、受講生が、臨床家としての姿勢を身に着

け、実践につながる臨床心理学的介入の理論と方法の基礎を修得できる

よう指導を行う。

2024 大学院 臨床 臨床心理面接特論 II 1年 必修 2 2024年度後期 富永　幹人 臨床心理士・公認心理師
心理療法におけるクライエント理解や介入の仕方についての理解を深め

る。

2024 大学院 臨床
臨床心理査定演習Ⅰ( 心理的アセスメントに

関する理論と実践)
1年 必修 2 2024年度前期 池田　可奈子 公認心理師・臨床心理士

2024 大学院 臨床 臨床心理査定演習 II 1年 必修 2 2024年度後期 重橋　のぞみ 公認心理師・臨床心理士

保健医療領域、教育領域、福祉領域、司法領域で査定を行ってきた経験

を活かして、受講生に心理査定の技術及び所見作成に関する指導を行

う。

2024 大学院 臨床
学校臨床心理学特論（教育分野に関する理論

と支援の展開）
1年 選択 2 2024年度後期 嘉嶋　領子

福岡県内の公立幼稚園、小学校、中学校でのスクールカウンセラー業務

スクールカウンセラーのスーパーヴィジョン

『創元社セミナー　かしまえりこのスクールカウンセリング・ケースカン

ファレンス』（年6回シリーズ　2008年～）講師

さまざまな臨床場面で出会ったクライエントから学んだ人間心理やその

成長のあり方についての知見に基づいて、心理臨床の専門家としてのみ

ならず、人としての成長に資する授業を目指します。

2024 大学院 臨床 臨床心理基礎実習Ⅰ 1年 必修 1
2024年度前期

2024年度後期

重橋　のぞみ、奇　恵英、富永　幹人、

白澤　早苗、大迫　秀樹、池田　可奈

子、斎藤　富由起

公認心理師・臨床心理士
公認心理師・臨床心理士としての経験を活かして、心理臨床場面におけ

るアセスメント、面接等について、受講生の理解を深める。

2024 大学院 臨床 臨床心理基礎実習 II 1年 必修 1
2024年度前期

2024年度後期

大迫　秀樹、奇　恵英、重橋　のぞみ、

富永　幹人、白澤　早苗、池田　可奈

子、斎藤　富由起

公認心理師・臨床心理士

公認心理師・臨床心理士として心理面接を実践してきた経験を活かし、

インテークにおけるアセスメント、心理検査を用いた査定技術、様々な

心理療法について受講生が理解を深める教育を行う。

2024 大学院 臨床 臨床心理実習Ⅰ 2年 必修 1
2024年度前期

2024年度後期

奇　恵英、重橋　のぞみ、富永　幹人、

白澤　早苗、大迫　秀樹、池田　可奈

子、斎藤　富由起

臨床心理士・公認心理師

見立てや面接過程で起こっていることの理解を深め、予想される展開や

ケースへのかかわり方についても指導する。また、臨床実践についての

理解を深め、事例研究としてまとめ方について指導する。

2024 大学院 臨床 臨床心理実習Ⅱ 2年 必修 1
2024年度前期

2024年度後期

白澤　早苗、奇　恵英、重橋　のぞみ、

富永　幹人、福留　留美、大迫　秀樹、

池田　可奈子、斎藤　富由起

臨床心理士・公認心理師
クライエントに向き合う姿勢、見立て、クライエントとの関係性、介入

のあり方等、各教員の臨床経験を踏まえた指導を行う。

2024 大学院 臨床 心理療法特論 1年 選択 2 2024年度後期 山﨑　篤
JPS精神分析的精神療法家センター正会員、およびフリーランスの精神分析

家として活動中。

実際に行っている臨床例から、適宜必要なエピソード等紹介する（守秘

義務に抵触しない形式にて）。

2024 大学院 臨床 心理実践実習Ⅰ 1年 選択 3
2024年度前期

2024年度後期

池田　可奈子、重橋　のぞみ、大迫　秀

樹
公認心理師・臨床心理士

担当者が5領域（医療保健領域、教育領域、福祉領域、産業領域、司法領

域）でこれまで行ってきた実践を活かして、各領域における実習の指導

を行う。

2024 大学院 臨床 心理実践実習Ⅱ 1年 選択 1
2024年度前期

2024年度後期

池田　可奈子、奇　恵英、重橋　のぞ

み、富永　幹人、白澤　早苗、大迫　秀

樹、斎藤　富由起

公認心理師・臨床心理士

担当者が5領域（医療保健領域、教育領域、福祉領域、産業領域、司法領

域）でこれまで行ってきた実践を活かして、各領域における実習の指導

を行う。

2024 大学院 臨床 心理実践実習Ⅲ 2年 選択 2
2024年度前期

2024年度後期
富永　幹人、斎藤　富由起 公認心理師・臨床心理士

保健医療、福祉、教育等の分野の施設での実践を活かして、実習指導を

行う。

2024 大学院 臨床 心理実践実習Ⅳ 2年 選択 1
2024年度前期

2024年度後期

富永　幹人、奇　恵英、重橋　のぞみ、

白澤　早苗、大迫　秀樹、池田　可奈

子、斎藤　富由起

臨床心理士・公認心理師
各担当者が心理面接と心理支援の臨床経験を土台に現場実習の事例の指

導を行う。



実務経験のある教員等による授業科目の一覧（福岡女学院大学　大学院）

年度 学部 専攻 授業科目 年次 必選 単位 学期 担当者名 実務経験の有無 実務経験を活かした教育内容

2024 大学院 臨床 心理実践実習Ⅴ 2年 選択 2
2024年度前期

2024年度後期
富永　幹人、奇　恵英、白澤　早苗 臨床心理士・公認心理師

心理面接の事前準備、実施、面接記録の作成、関係者との連携等につい

て指導を行う。

2024 大学院 臨床 心理実践実習Ⅵ 2年 選択 1
2024年度前期

2024年度後期

富永　幹人、奇　恵英、重橋　のぞみ、

白澤　早苗、福留　留美、宮本　純子、

大迫　秀樹、池田　可奈子、斎藤　富由

起、吉良　安之、山﨑　由紀

臨床心理士・公認心理師
心理面接における見立てや面接過程の理解を深め、面接方針や事例への

関わり方についての示唆を与える。

2024 大学院 臨床 心理学研究法特論 1年 選択 2 2024年度後期 青木　紀久代

主な心理臨床歴：

　①医療　都内心療内科、精神科病院・クリニック（保険及び自由診療によ

る心理療法担当）

　②福祉　保育園・学童保育、乳児院・母子生活支援施設での心理臨床

　③教育　教育センター、幼稚園・小学校・高校での学校臨床

資格：臨床心理士・公認心理師

私自身、母子相互作用の縦断的研究、社会的養護におけるアタッチメン

トの形成・心理臨床的介入についての実践研究、学校メンタルヘルスの

実践研究他、臨床現場とそこから立ち上がる問いに導かれて今がありま

す。そこでの実例や提供できる映像資料を用いて、実践から研究をデザ

インする面白さ・難しさ・やりがいなどをお伝えできればと思っていま

す。

2024 大学院 臨床 投影法特論 1年 選択 2 2024年度前期 吉岡　和子
有：臨床心理士として、病院・クリニック等で投映法を含む心理査定を担

当。

臨床実践を通して大切だと思われる実施上のマナーや所見作成過程にお

けるポイントを伝える。

2024 大学院 臨床 臨床薬理学特論 2年 選択 2 2024年度前期 服巻　豊 非常勤臨床心理士としての実務経験あり（20年）。

広島大学における学部・大学院での公認心理師養成の一環教育を担う。

実習コーディネーターとしての実務教育経験あり。臨床心理士養成に特

化した専門職大学院の専任教員の経験あり。

合計 44


